20120318　1部礼拝

私たちをとおしてこの世を (ルカ9:1-6)
　先週もそうでしたが、聖書にはイエスさまが多くの病んでいる人を癒された証拠がたくさん紹介されています。悪霊にとりつかれて、しかもレギオンと言われる数多くの悪霊にとりつかれて手に負えない人が正気に戻ってイエスさまの証し人に変えられたという部分を私たちは確認しました。それから、１２年間、だれにも治してもらえなかった長血の病気を患っていた女性がイエスさまと出会って、イエスさまの服の隅を触っただけで不治の病が治ったということも聖書に記されています。先週はすでに死んで息を引き取った人がイエスさまの命令に従ってまた生き返り食事をするようになった、つまり、死んだ人もイエスさまによって癒されるようになったという話が聖書には記され、また紹介されています。
　今日の聖書を見るとそのような世の中の病んでいる人々、あらゆる形で苦しんでいる人々を癒して助ける働きを弟子たちにやってもらうという場面が紹介されています。それでイエスさまはご自分にありました悪霊を追い出す権威、病気を治すための力などを授けて、神の国、福音を宣べ伝えて病気を治すために彼らを遣わされたと書いてあります。イエスさまのおっしゃったとおりに町をめぐりながら神の国の福音を伝えて多くの病気の人を治し戻ってきて報告する内容が書いてあります。他の福音書にもこの場面についてもう少し細かく詳しく紹介されている部分があります。弟子たちはイエスさまではありません。けれども、イエスさまと同じ働きをするようになり、またそれができました。たぶん、彼らもびっくりしたと思います。それが他の福音書を見ると彼らが驚いてびっくりし戻ってきて、イエスさまに「ものすごいことが起きました」と興奮しながら報告する場面も紹介されています。彼らは自分たちにそのようなことができるとは夢にも思っていなかったでしょう。ただイエスさまがなさること見て、「やっぱりイエスさまはキリストだった。イエスさまは違う」と感心し感動し、それを見ながらイエスさまをほめたたえることをしているだけだと思っていたのに、イエスさまがいきなり彼らを町々に派遣されたと書いてあります。それで行ってみたらイエスさまがなさったこととほぼ同じことが彼らにも起こったということが聖書にも記されています。
そして、イエスさまは彼らを遣わすときに旅のために何も持たないで行きなさいとおっしゃいました。杖も袋もパンも金も、また下着も１枚で十分だと命じて彼らを遣わし、またどこかの家に入った場合はそこに留まって、次の旅に出るときはそこから出るようにしなさいと言われ、つまり、それは宿も寝るところ、休むことなども一切気にしなくてもよいという話です。そのような言葉を添えて弟子たちを現場の方に遣わしました。現場に行ってみるとイエスさまがおっしゃったとおりのようなことが起きてしまったという話が今日の聖書に書かれています。今までイエスさまがなさることだけ紹介されていたのに、今日はイエスさまではなく、イエスさまを信じる弟子達、信者をとおしてイエスさまがなさる働きが初めて紹介される場面です。

この聖書の箇所をとおして、私たちが今日神様からいただくべき第１のメッセージは何でしょうか。イエスさまはキリストです。イエスさまはこの世にあるものでは癒すことができない病気、苦しみ、病んでいる人生を癒すために来られたキリストです。けれども、そのイエスさまが自らその働きをなさいますが、イエスさまはイエスさまを救い主として信じ受け入れる人、信者をとおしてこの世を癒される方であるというのが第１のメッセージです。イエスさまはイエスさまに従う、イエスさまを信じる信者をとおしてこの世を癒されるお方であるということを、ぜひ心に覚えていてください。なぜかというと、この世の中、この世の人々は実は見た目と関係なく病んでいます。まず根本的に人は犬や猫とは違う、獣や動物とは最初から違うたましいのある霊的な存在です。それなのに人は根本的にそのたましいが病んでいて、正確に申し上げると、たましいがもう死んでいる状態です。その一番の証拠が何かと言うと神様のことを生まれながらにまったく知らないし、神様への、また霊的な事実、世界への感覚がまったくありません。それがたましいが今病んでいるという証拠です。何が何でもとにかく神様を信じない方向、神様を否定する方向に本能的に向かうようになっています。なぜでしょうか。たましいが本当に正常で健康であれば神を求めて、神様をほめたたえて、神を信じる信仰を現し、「神様を愛します」と告白するはずなのに、神様を求めるはずなのにそれと正反対の傾向ばかりです。年をとっているかいないか、あるいは知識が豊富なのか乏しいかなどと関係なく、本能的に根本的にどうすれば神を否定することができるか、どうすれば神から逃げられるかという方向ばかりです。画家を見ても、映画を見ても、音楽の世界を見ていても、宗教を見ていても、どこを見てもそうです。たましいが死んでたましいが病んでいるわけですから。人、また人の人生、そして、その人の人生によって世界が作られ動かされるようになっています。ですから、そのすべての中心は人のたましいです。たましいが病気になっているというのは、すべてが病んで、病気になっているということでしょう。その結果、人々は自分の意志と関係なく、心と考え方などがもう病気で病んでいます。きれいに光り輝く、希望あふれる本当の安らぎと平安などは人の心に見当たりません。少し状況が改善されると一時的にほっとするくらいであって根本的に揺るぎのない安らぎ、状況や肉的な様々なものに左右されない本当の安らぎなどはもはや人間には見つけることができません。不安だらけで憎しみ、考え方もいつも自分を追い込むような考え方ばかりです。何か自分なりに良いことを考えるとしても、結果的にはそれも役に立たないものばかりです。最近、聞こえてくるニュースのほとんどの内容が心が病んで、その思いや精神、考え方が病んでいるのでどうしようもなく犯罪のほうに走るしかないのではないでしょうか。もしくは、勇気がそこまでは無くて、あるいはそこまではいかないようにある程度はコントロールできるかもしれません。しかし、犯罪まではいかなくても心と思いが病んでいて苦しんでいる人がほとんどではないでしょうか。これがこの世です。科学や文明が発展することとはまったく関係ありません。発展すれば発展をとおしてまた心が苦しくなります。発展しなければ発展しないことがまた心を苦しめます。どっちに転んでも人は不安で、競争社会でストレスばかり溜まり、そのような状況になるしかありません。しかも残念なのは、なぜ人がそうならざるをえないのか、その原因と理由がわかっていません。たましいが今病んでいるわけですから。根本的にたましいが病気なので、その結果、理由もわからない病気によって多くの人が苦しみ、肉体的な様々な症状が目に見える形で現れ、結局、その人の人生の歩み、生活そのものを破壊していくようなことになります。それで見た目には成功した人も率直に良心に問いかけてみると、ほとんどの人が自分の人生は失敗だと告白します。なぜでしょうか。人は最後に来てほとんどの人が「私の人生はマイナスだった」と告白します。そこまで走る力がある人は走ることに夢中になってそのようなことに気づきません。でも、本当は人生そのものが失敗に終わり、今まで一生懸命走ってきたことも失敗だったと気づくようになります。だから、生活そのものも病んでいます。人生そのものが病んでいます。回復できません。右に行けば回復できるか、左に行けば回復できるか、南に行けば、北に行けば回復できるか、みな工夫しています。でもどこに行っても癒されることはできません。逆に多くの人がでたらめなのですが、「前世に何か悪いことがあったから今の人生はこのように報われるしかないのだろう」と宿命的、運命的に考えます。前世などはもちろんありません。だから、そのように表現するしかないほど人生そのものが虚しいのです。そのため結局、今現在だけではなく未来に対しても不安と挫折ばかりです。未来そのものも病んでいます。このように世の中は根本から、そして、目に見える現実の様々なものが病気になって病んでいます。これは単純な話ではありません。残念なのはイエスさまを信じますと告白しながら教会に通い始めた人の中でも、まだこれに気づかない人がいます。このような人の問題、様々な悩みというのは単純なものではありません。たましいが病気になっているというのは、元々、人間というものは神によって祝福され、神によって造られ、神様を信じることによって成り立つ存在です。その関係が根底から破壊された、それがたましいが死んだという意味です。神から離れてまるで魚が水から出たのと同じように、そこにすべての悩み、すべての病気の原因があります。原因が何かよくわかっていないと治療の方法も見当たりません。なぜそのように魚が水から出たように神様から人々が離れてその関係が破壊されすべてがパーになるようになってしまったのかというと、聖書にはこう書いてあります。「すべての人は罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができない」と。どうしようもない罪によって、しかももっと恐ろしいのはその罪が人が自らやったものではなく、目に見えない悪いもの、人の人生を破滅に引き落としてしまう悪魔、サタンというものにだまされて惑わされて罪を犯してしまうようになりました。だから、罪というものは必ず霊的な問題とくっつくようになっています。そのような問題が背後、原因にあり、それで人生の様々な病気が、たましいから心と精神、思い、肉体、人生そのものに様々な形の病気として現れるようになりました。ですから、宗教や人の努力、気持ちなどでは解決になりません。そのために神様は人間の力ではこの病気を、病んでいる人生を癒すことができないので、神様自らひとり子イエス・キリストによってこの霊的問題、暗やみの勢力、罪の運命の力をすべて打ち破って勝利なさり、また神様に出会える道、いのちの祝福になるようにイエス・キリストを送ってくださいました。そのイエス・キリストが私たちにはできないから身代わりとなり、自ら私たちのすべての罪とすべての呪いの運命を背負い代わりに罰せられることによって、そこですべて終わりにされました。それ以外には方法がありません。ですから、私たちにはできないどうしようもない人生の病気ですが、キリスト、イエスによって、しかも身代わりとして全部代わりになさってくださり、それが私たちにただで転がりくるようになっていて、それを福音、グッドニュース、ゴスペル、神の恵みと言います。その証拠としてイエス・キリストが来られ、多くの病気の人、悪霊にとりつかれている人、死んだ人などを癒し生かすようになりました。イエスはキリストです。イエスは癒し主です。この世にあるものでは癒すことができない私たちの人生の病気を、この人類の病気を根底から癒すために来られたキリストです。それで、このような病気はイエス・キリストの福音によってのみ癒すことができるものです。それをぜひ覚えていてください。
なぜ私たちはイエスさまを信じるのでしょうか。なぜ神様はあらゆることすべてを犠牲にしてまでイエスを信じなさいと語りかけていらっしゃるのでしょうか。イエスがキリストだからです。イエスさまを信じる理由は他の宗教では解決できない原因があるからです。人生の失敗、様々な人生の病気、それは私たちが考えているような単純な理由ではありません。根深い原因があります。霊的な原因があります。それは神から離れて目に見えない悪魔、サタンに支配され、罪を抱えているからそうなってしまったのです。だから、その問題を解決することが病気が癒される根本的な治療です。その神様と出会って、悪魔、サタンの支配から解放され、すべての罪が清められ赦される方法はキリストの福音以外にはありません。そのためにキリストが来られました。イエス・キリストの福音によってのみ私たちの人生、病気は癒されるようになっています。そして、そのキリスト、イエスの福音が神様のみことばをとおして私たちに伝えられ与えられるようになります。だから、人の言うこと、専門家の意見ではなく、自分の思い、意地ではなく神様のみことばによってのみ、人の病気、人生の病気は癒されます。それが今までイエス・キリストが地上に来られていろいろな病気を癒されることによって証明された、証しされた内容です。キリスト、イエスの福音によってのみ、神のみことばによってのみです。ですから、イエス・キリストはイエス・キリストを信じる信者にそれを託され、信者をとおして癒しの働きをなさっていて、今もそのようにしていらっしゃるということが、今日の聖書をとおして読み取れる内容です。それは何を意味するのでしょうか。信者は個性も違うし、財力も知力もいろいろな面において異なります。それにもかかわらず、イエス・キリストの福音が何かわかってその福音を持っている者が信者です。その福音を持っているがゆえに神のみことばを聞いて神様のみことばをしっかりと心に留める人が信者であり、信者の特権です。ですから、信者をとおして、福音を持って神のみことばを聞ける信者をとおして、大学の教授や政治家をとおしてではなく、イエス・キリストを信じる信者をとおしてこの病気の世の中を癒されることにしました。それがこの世を癒される神様のやり方であり方法です。昔も今も変わりはありません。そういう意味で今、人間的にはどのように評価されて、外見を見るといろいろなことが言われるでしょうが、それとまったく関係なくイエス・キリストを救い主として信じて心に受け入れ救われたクリスチャン、信者であれば、その信者の人はこの世の中においてだれよりもっとも重要な存在だということを今日、約束として心に留めてください。それは聖書が空気中に散らすお話ではなく、皆さんのことを言及しているのです。イエス・キリストは信者をとおして病んでいる病気の世の中を癒される方です。それゆえ、この福音と神のみことばを持っている、その癒しの働きに用いられるようになっている信者は世の中においてだれより重要な大事な存在だということを自分自身に指差して宣言していただきたいと願います。皆さんが高校しか出ていなくて、そういう人と比べたときに東大を出たから重要で大事な存在ではなく、逆にそうではないから重要な人ではないわけではなく、世の中を癒すイエスさまの働きに加えられている人なので、それは薬でも政治の力でも教育の力でも根本的に癒すことができません。唯一、イエス・キリストの福音の他には癒しの薬はありません。それに皆さんが召され、そのために皆さんが遣わされるようになりました。ということは信者である私たちはどれほど意味ある存在、どれほど重要な立場、存在でしょうか。それをもう一度、もしかして初めてだとしても心の中にぜひ留めて言い聞かせてください。「そうだったのか。自分はそれほど重要なポストだったのか」と。官房長官や厚生労働大臣のポストより皆さんのポストの方が大事です。これは礼拝を丸く収めるために皆さんに甘い言葉を述べているわけではありません。逆に皆さんがそのように受け止めると神様の大きな祝福を逃してしまいます。それから、皆さんの具体的な勝利もこのイエスさまのやり方、宣言を認めることによって皆さんのものになります。一生懸命やるからではありません。それはあとでやるようになるでしょう。喜んで進んでやるようになります。その前にまず自分がどんな存在なのか、今、世の中に生まれ生きていていつかはこの世を離れるようになりますが、この世にいる間の自分のポストはいったい何なのか、どれほど重要な大事なポストなのかということをよく考えて人生をいかないといけないのではないでしょうか。いつまでたっても、年をとっても、幼稚で子供っぽい人生を送るのはまずいのではないでしょうか。心配ばかりして不安だらけな人生ではなく、この世に連れられて行くような人生ではなく、学問、経済、人の声、世の価値観に連れられて、それで人生を終わりにしてしまうのはなんと残念でしょうか。そのすべてを全部まるめて引っ張っていくような力を持たないといけないでしょう。それが信者でありクリスチャンです。なぜでしょうか。唯一の薬、唯一の答えである福音を持っている者ですから、それに確信を持って自信を持っていてください。今、事業がうまくいかない場合もあるでしょう。思いどおりに何かがうまくいかない人もいるかもしれません。だからといって自分自身をそういう目で見てはいけません。「私はイエス・キリストが私をとおしてこの世を、この世の中の病気を癒そうとして召されている者だ。私は大事な重要なポストにいる存在だ」と自分自身を事実を持って、信仰を持って励ますクリスチャンになっていただきたいと思います。それが今日のメッセージです。２部の礼拝でももっと細かく申し上げますが、クリスチャンというのは神様からすべて与えられている祝福の存在なので、何かをどうするかの前にその自分がだれなのかと言うことに本気で気づくかどうかがスタートです。そうでない限りはわざが起きてもこんがらがってしまいます。成功してもその成功によって結局つぶされるようになります。失敗するとより混乱してしまうでしょう。自分がどんな存在なのか、自分との戦いが戦いの第１です。それさえしっかりやれば良いです。神様からすべて完璧な祝福をいただいている者ですから。だから、ダニエルの３人の友達は偶像崇拝を拒否し、ものすごい炎の中に入れられ殺されるようになりましたが、そこに入っても神様がしっかり守ってくださるでしょう。そうではなくても私たちは偶像を拝むことはできません。自分自身がだれなのか、どれほど祝福された存在なのかわかるので、それらによって左右されません。今、あるもの全部失っても構いません、どういうものでも、どんな理論でも、どのような気持ちでも、世にあるものは私を捕えて束縛することはできません。

ある青年にも言いました。男女関係で恋心が芽生えて付き合うこともあるでしょう。でもどこまでが私たちが持つべき線なのかというと、何かのことで別れることになったとしても平気でいられるくらい、どのような恋の心も私を奴隷にすることはできません。なぜかというと、私は福音を持って大事な存在、私はキリストのしもべですから。それぐらいです。そのような人は怖いものがありません。何を失っても構わないわけですから。そういうものを私たちは持っています。それほどの祝福の存在だと自分自身のことをきちんと改めてしっかり固めていくことをぜひやってみてください。それを祈りと言います。

それから、２番目のメッセージです。病気の世の中を癒すキリストの福音。神のみことばをもって癒す働きは他の何かと比べることのできない最高の価値ある働き、最高の貴重な仕事です。これがメッセージです。福音を持ってこの世を癒す働きは最高に貴重な価値ある仕事です。聖書にはその証言ばかりです。もしこのような働きのためにお水一杯接待したとしても貴重な仕事です。お水一杯はたいしたことではないでしょう。でも理由がこの福音によって病んでいる世の中を、人々を癒す働きのためであれば、それも報いを失うことはないだろうと、それほど価値あるものです。今日、イエスさまがおっしゃいました。そこに行くときに何も持って行かないように、杖も袋もパンも金も持たず、下着も一枚で良いと言われました。二日目はどうしましょうか。着替えとかはしないのでしょうか。これは今でも皆さんがたとえば伝道の現場に３泊４日で行くのに下着を持たないで行くという意味ではありません。弟子たちを最初に派遣しながら今あなたがたが遣わされてやる仕事、働きがどういうことなのかをイエスさまは説明したかったのです。それで言葉を変えますとこの仕事のために遣わされ、この仕事に携わっている人に対しては、神様がすべてのことに対して全部責任を持つとおっしゃっているのです。それほど、この働きはメインであり貴重な尊い比べることができない価値ある働きです。すべてイエスさまは保証するとおっしゃっています。イエスさま、自ら復活なさったともおっしゃいました。蛇に噛まれても死にません。どんな毒を飲んでも死ぬことはありません。宣教の現場で毒をわざと飲む人がいるようですがそのような意味ではありません。毒を飲んだら死ぬでしょう。そういう意味ではなく、この仕事がどれほど貴重なのかと言うと、すべてから守られ、すべての責任を神様が持つ、保証するから何も心配しないようにということです。何にも心配しないように。なぜそれほど保証し、責任を持つようになるのでしょうか。それほどの価値ある仕事なのだということです。それを私たちはイエスさまのお話をとおしてメッセージとして心にしっかり留めていただきたいと思います。イエスさま自らおっしゃいました。何を食べるか、何を飲むかなどは心配しないように。まず神の国とその義を求めなさい。そうすれば、それらのすべては加えて与えられると。私たちはだいたいそれをどのように考えるのでしょうか。伝道すれば金持ちになるのか。そういう意味ではありません。どれほど神の国を求めること、この福音を持って病んでいる人々を癒す仕事がどれほど重要な価値ある働きなのかわかるのか。他の何かを私が気にしなくてもよいほど、あまりにも大事な価値ある働き、仕事なので、神様がそれを中心にしてすべて保証するという意味です。それを正しく認識してください。ダニエル書１２章３節には、この仕事をしていた人は天国において夜空の星のように輝くようになるだろうと言われています。そんな表現が使われています。どれほどこれが貴重でしょうか。パウロもこれがわかっていたので告白しました。「私は世にいるより、天国に行くほうがずっと望ましいです。行きたいです。世にいる理由がありません。ただもし世の中にいるのがこの福音を持って病んでいる世の中を癒し、福音宣教のために、教会の奉仕のための理由であれば世にいる価値があるでしょう」と、それは他はそれと比べている理由がないほど価値にはならないということでしょう。それでパウロは迫害されながら、刑務所に入れられたり、濡れ衣も着せられたりするいろいろなことがありましたが、福音宣教、この福音を持って病んでいる世の中を、王様も病んでいて、市場の従業員も病んでいて、そのような人々を唯一の薬である福音を持って癒す働きのために世の中に残されたことで感謝していました。そのために迫害され、いろいろな大変な目に遭うことでさえ、福音宣教のためであれば感謝なのです。その告白はどれほどの価値かわかっていたということでしょう。これがメッセージです。
今日の聖書のメッセージは何も持たないようにという話でした。私たちはこの福音を持って病んでいる世の中を癒す働きの価値が、他の何かと比べることができない最高の価値がわかったことによって自分自身にはっきり問いかけないといけません。自分の人生、生きる理由はいったい正直何でしょう。この福音宣教の仕事、癒しの仕事の価値がわかったならば生きる理由が修正される内容になります。そうでしょう。皆さん何のために生きているでしょうか。何が人生を生きる理由でしょうか。理由なくなんとなく生きているでしょうか。それはもっとかわいそうです。いったい家族のためにこの人生があるのでしょうか。皆さんの専門の才能や分野のために人生があるのでしょうか。あるいは皆さんの仕事、経済のためにあるのでしょうか。何のために人生を生きていて、人生を生きるのでしょうか。その理由が確かにそれぞれあったはずです。でも、このイエスの福音、神のみことばを持って病気の病んでいる世の中を癒すこの仕事の価値、最高に価値ある貴重な仕事だとわかったならば、生きる理由は修正すべきではないでしょうか。生きる理由を修正させる力を持つ者です。それを皆さん自分自身に吟味してみてください。
そういう意味で私たち信者はだれより、何より貴重な存在、重要なポストにいると同時にとても価値ある世の中になくてはいけない必ず必要な貴重な尊い存在です。今、少し成績が悪くても、名門学校ではなくても貴重な存在です。小さな雑貨屋でお店を経営している人でも、大きなスーパーのオーナーでも、その人が信者であれば貴重な尊い存在です。最高の仕事のために人生を生きる者ですから。それが今日のメッセージです。皆さん生きる理由が何でしょうか。そこを吟味して自分自身に問いかけ、もしかして自分の生きる理由は修正すべき内容ではないのかと聞いてください。それが信仰です。メッセージを聞いたのならば「なるほど、そうだね。ならば自分はどうなのだろう」と素直に考えることが信仰です。その人が強い人です。ほとんどがメッセージを聞く姿勢もそうだし、聞いてからそれを素直に考えることができない、それほど今まで霊的には荒れていてものすごい状態であったという証拠のようなものでしょう。それらを認めつつ、皆さんメッセージを吟味して、自分自身を吟味するクリスチャンになってください。そうすると必ず変わります。みことばの力は必ず現れます。そのとき他の人に何か言いたいことも生まれるのです。それがすべてです。たとえば、信者は見た目と関係なく本当に重要なポストにいる存在だと聞いたら、自分は自分のことをどう思っているのか１回だけでも吟味して考えるときをもってください。そうすれば必ず癒されるはずなのにそれを皆しないのです。だれのしわざなのかわかりませんが。それで他のいろいろなことを求めているのですが講壇のメッセージを聞いてそれを素直に考えることはほとんどしません。だから、これは演説に過ぎないものになってしまいます。講演のような感じで礼拝に来て聞いて「今日はよい講演を聞いた」これではだめです。もったいないです。言葉が達者なのかどうかは関係ありません。神様が今も生きていて彼らにやったのと同じように、皆さん一人一人に語りかけていらっしゃいます。それでメッセージを聞くときに前もって祈り心を整えるというのはそういう意味です。今日は必ず聞くということです。神様は今日のメッセージをとおしても恵みを与えられます。「なるほどそのような恵みを与えてください」と「なるほど」がないといけません。礼拝のとき、メッセージを聞いているときには必ず「なるほど」、わかっていることでも「なるほど」、今まで反対に考えていた、気づいていなかったことに対しては余計に「なるほど。そうだったのか。それが必ずあるように」と祈りつつ礼拝に臨んでみてください。必ず変わります。皆さんがそのように変わると皆さんのまわりも子どもも変わります。変えようとすると絶対に変わりません。変わります。みことばには力があります。「なるほど」になった場合はそれで終わりにしないで、１回だけ家に戻って「ならば自分はどう思っているのか、自分はどうすれば良いのか」と考えてみてください。
今日、神様はメッセージを与えていらっしゃいます。「この癒しの仕事に携わっている信者はこの世においてだれよりもどんな仕事をしている人よりも最高に価値ある貴重な存在です」とおっしゃっています。ある意味、生きる理由を修正するというのはメインとサブを吟味して、皆さんの内側から本当に取り換えないといけません。皆さんに与えられている仕事、家庭、恋人、健康、知識、才能は、全部、福音を持って病んでいる世の中を癒すための道具です。それはメインではありません。メインでないものはいつどうなっても構わないものです。もちろん、それは福音のための道具なので最善を尽くさないといけません。でもそこには線があります。メインではないから、いつどう変わっても私はそれに振り回されないような覚悟を持って線引きをし、それと一緒に歩いて行かないといけません。それは仕事を軽く見るという意味ではありません。それは道具なので、聖なるものなのです。最善を尽くさないといけません。けれどもメインではないのです。生きる理由ではありません。生きる理由は一つしかありません。唯一の癒しの答えである福音を持って、神のみことばを持って、自分がそれを噛みしめて、病んでいる人々が目に入ってきて彼らをかわいそうに思う気持になり、神様といくばくかでも通じる気持ちなり彼らのために祈りつつ、機会が許されたときに彼らを癒しへと導くのがメインです。そのために会社に行っています。そのために学校に行っています。そのためにその地域に住まわされているということを、自分の内側から修正して整理しないといけないでしょう。それほど福音の働きは貴重な価値あるものです。他の何かと比べることはできません。自信を持ってください。
最後のメッセージです。イエスさまが何もできない弟子たちを呼んでただ送り出したわけではありません。彼らに悪霊を追い出して病気を治すための力と権威を授けたとおっしゃっています。つまり、最後のメッセージはこの尊い癒しの仕事は信者の能力とは全く関係ありません。つまり、皆さんの条件、自分の能力のあるない、いろいろな条件の有無などによって負担を感じたり、不安に、なったり、疑ったり言い訳をするような必要はまったくありませんということです。今日の聖書にもあるようにそれができるようにイエスさまにあるすべての力を私たちに与え、権威を授けてから送り出すのですから、私たちの力とは関係ありません。ぜひ覚えてください。皆さんが世の中の人には真似のできない、福音を待っている人々を癒す仕事のために立ち上がった人であれば、それを心から感謝しているのであれば。「このような貴重な仕事のためにこの者を召され、これに私を用いてくださることは感謝です」とパウロは感謝していました。前にも申し上げましたように、「もしこのことに気付かなかったら、このことに私をイエスさまが召してくださらなかったのであれば私は一生懸命選挙運動などをして、総理大臣になり苦労しながら人生を終わるところだったのに、伝道がわかってよかった」という気持ちです。その感謝とともに、しかしそれに私がついつい負担を感じたり、いろいろな言い訳を言いたくなりますがそうではなく、それができるようにすべて権威も力も与えてから私たちを遣わされたということを覚えてください。そのために私が召されたと感謝している人はそれができる権威と力もすでに来ているということを覚えて確信を持ってください。
　それから、自分の力ではできないとご存知の上で、自分の力でしないように聖霊の力が臨まれると聖霊充満の力を約束していらっしゃいます。だから、その仕事が感謝、メインだと整理された者は、聖霊充満を求めていくらでも大胆に求めて祈ってください。皆さんに悪霊を追い出す権威と病気を治す力がすでに与えられていることを信じて、そういう意味で自信を持ってください。このすべてが祈りをとおして私たちのものになります。私たちに祈りが祝福として与えられているのではないでしょうか。ですから、信者の能力と条件はまったく関係ありません。喜んで与えられているものを思い出して使ってください。権威も力も聖霊充満も祈りも与えられています。それを存分に使うようにしてください。後ろに後退しないでください。

そういう意味で最後に信者は権威の存在です。任されています。どれほどなのかというと、キリストの使節、大使と呼ばれるようになりました。大使というものは日本の大使がアメリカに行っていると日本の国のすべての権限が彼にはあります。それが大使です。そこが日本でなくてもそうです。イエスさまは勝手に私たちに福音宣教の働き、福音を持ってたましいから未来まで病んでいる世の中の人々を癒しなさいと命じられたわけではありません。すべてを保証し、すべてを与えられ、すべてができるように全部備えられ、それから私たちにその最高に価値ある祝福をあなたの人生の中で思う存分味わいなさいという意味で遣わされたということをぜひ覚えてください。
このメッセージを心に留め、今週１週間も皆さんの外見、人間的な部分ではなく、キリストによる信者としての、特に病んでいる世の中との間に立たされている皆さんとしてのアイデンティティをぜひ確認し、自分自身にそのアイデンティティをありがたく受けとめて固く握ってください。皆さんはこの世を癒すために遣わされている存在です。皆さんの他にはできません。キリストの福音を持って神のみことばを持っている方です。残りの課題は信じる信仰だけです。それで生きる理由を吟味してメインとサブを修正するだけです。それから祈ることです。全部与えられています。たぶん、最初私たちは弟子たちのように驚くでしょう。ただ福音を伝え、それだけなのに人が癒されて生かされることを見るようになります。それで自分自身にそのようなものすごい力があるかのように勘違いすると、その次がおかしくなりますが、それほど私たちの能力とは関係ありません。信仰を持って祈りつつぶつかればよいです。神様が備えていらっしゃいます。きっちり備えていらっしゃるからそこに留まりなさいとおっしゃっているでしょう。そうでなければ未練を持たないで塵を払いなさいとおっしゃいました。だから、アイデンティティのことを確認しながら皆さん自分自身のことをこういう意味で改めてください。大事に皆さんのことを整理してください。そして、それにふさわしい残りの生涯を考え、イメージを描き設計してみてください。
それから、具体的には皆さんのまわりには病んでいてこの福音によって癒しが必要とされる、この福音を受けるべき人がたくさんいるはずです。いまだに私たちがよくわかっていないので目が開かれていないので目に入ってこないだけです。それをわざと今週周りにこの福音の癒しが必要な人々をチェックしてみてください。必ず、チェックしてください。彼らの心にしっかりとめるようにしてみてください。神様の恵みによって皆さんが祈っていると同じ人でもそういう目で見えてきて入ってくるようになります。それが恵みです。そのときからスタートします。だから、わざと人を思い浮かべてどういう人なのかを考えてみてください。チェックしてください。「なるほど、これでこのように病んでいるのだね」とチェックした後、皆さんはこれがしっかり成し遂げられるために約束されている聖霊充満の祈りの中に深く入ってください。聖霊充満で十分なので私たちがわかっている世界と違う世界がありますので聖霊充満の中に深く入って、「聖霊に私のすべてを満たしてください」と祈るときをもって、癒しの祝福が皆さんの人生の歩みにおいて具体的に、まず皆さんがいらっしゃるところから、エルサレムからとおっしゃっているから、そこから証拠が現れ始まるので、今週１週間、皆さん自分自身が癒され感謝する告白とともに、皆さんの周りに福音による癒しが必要なたましいが起こされる答えのある１週間になっていただきたいと思います。　
〈お祈り〉
愛する天の父なる神様、罪人である私たちをイエス・キリストの血潮によって救いだし神の子どもにしてくださり、それに終わらず今も病んでいる、治療の方法もないままわけもわからないまま病んで苦しんでいるこの世を癒す仕事に私たちをたててくださったことをありがとうございます。どうかこの祝福をメインにして、この価値をしっかりと理解し、神様に心からの感謝をささげることができるクリスチャンにしてください。そして、具体的に聖霊充満を祈り、この仕事をメインにしっかりと契約として握り、周りからチェックし、それが世界につながる答えを体験できるように一人一人を祝福してください。私たちをとおしてこの世を主が癒されることを信じます。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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